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北海道 東　北 関　東 北　陸 東　海 関　西 中国・四国 九　州 合　計
20 50 43 23 13 65 45 42 301
表１－２　都道府県別　平成20年度スクールソーシャルワーカー活用事業実施予定数
北海道 東　北 関　東 北　陸 東　海 関　西 中国・四国 九　州
北海道 20 青 森 9 茨 城 5 新 潟 1 岐 阜 1 滋 賀 9 鳥 取 4 福 岡 2
岩 手 13 栃 木 1 富 山 7 静 岡 7 京 都 3 島 根 5 佐 賀 10
宮 城 5 群 馬 3 石 川 4 愛 知 2 大 阪 43 広 島 5 長 崎 2
秋 田 1 埼 玉 8 福 井 9 三 重 3 兵 庫 1 山 口 1 熊 本 1
山 形 14 千 葉 1 長 野 2 奈 良 4 徳 島 1 大 分 7
福 島 8 東 京 16 和歌山 5 香 川 1 宮 崎 2
神奈川 8 愛 媛 14 鹿児島 12




















































番号 大学名 学　部 学　　　科 科目名称 担当教員
1 目白大学 人間学部 （全学科選択可能） 学校ソーシャルワーク 常 勤
2 東日本国際大学 福祉環境学部 精神保健学科（旧カリキュラムのみ） 学校ソーシャルワーク 非常勤
3 上智大学 総合人間科学部 社会福祉学科 福祉臨床特殊講義Ⅳ（スクールソーシャルワーク） 常 勤
4 北星大学 社会福祉学部 福祉臨床学科 スクールソーシャルワーク論 非常勤
5 日本社会事業大学 社会福祉学部 福祉援助学科 スクールソーシャルワーク 常 勤
6 兵庫大学 生涯福祉学部 社会福祉学科 スクールソーシャルワーク論 非常勤
7 大分大学 教育福祉科学部 人間福祉科学課程 スクールソーシャルワーク 常 勤
8 吉備国際大学 社会福祉学部 健康スポーツ福祉学科 社会福祉学特講Ｂ（スクールソーシャルワーク論） 常勤Ａ
9 吉備国際大学 社会福祉学部 健康スポーツ福祉学科 スクールソーシャルワーク論 常勤Ｂ
10 立命館大学 産業社会学部 子ども社会専攻 スクールソーシャルワーク論Ｓ 常 勤
11 四国学院大学 社会福祉学部 子ども福祉学科 スクールソーシャルワーク論 常 勤
12 関西福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 スクールソーシャルワーク論 非常勤
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スクールソーシャルワーカーの育成についての一考察 　　
－人材に求められる能力と，育成の現状における課題について－
単に「社会福祉士」有資格者であることのみを条件とし
ている場合が多いのである．
　しかし単純に社会福祉士であるということだけで，福
祉領域の一分野であるにしても，スペシャリストとして
スクールソーシャルワーカーとして活躍し得るのかとい
う点については，疑問の余地が多いに残ると言わざるを
得ないと筆者は考えている．
　特にスクールソーシャルワークという領域について
は，もちろん社会福祉における一領域である以上，社会
福祉における援助技術や理論を基盤としながらも，その
性質上，他の社会福祉領域以上に近接領域の理解や協
働，コラボレーションを求められる．そう考えるならば，
スクールソーシャルワーカーの養成においては社会福祉
領域の専門的知識，技術を基盤としながらも，その他，
近接領域についても理解を深めたスペシフィックな人材
を養成するための環境整備が求められると考えている．
　しかし現在の大学・大学院における社会福祉士養成教
育においては，ジェネラリストの養成にその主眼が置か
れていることが頻繁に見受けられ，そういった観点におい
ては現場のニーズと養成機関側の思惑の間に小さからぬ
ギャップが横たわっていると言わざるを得ないのである．
４　スクールソーシャルワーカーが求められる能力につ
いて
　では前章にように考えられるとするならば，現場で求
められるスクールソーシャルワーカー像とは一体どう
いったものとなるのか，そしてそれに応え得る人材とな
るためにはどういった能力が各スクールソーシャルワー
カーに求められるのであろうか．
　これまで既にスクールソーシャルワーカーとして実際
に活動をおこなってきた人たちによる種々の報告等を踏
まえてまとめるならば，スクールソーシャルワーカーに
は社会福祉学における児童福祉分野や障害児者福祉分野
などにおける，これまでの実績を踏まえた様々な知識や
技術，理論などをそれぞれのケースに応じて適切に実
践，援用できることはもちろんのこと，関係福祉領域や
保育学などの体系とも連携，援用をおこなえるだけの知
識も必要とされている．
　また心理学領域における子どもの心理的育成支援や各
種心理検査・心理判定，カウンセリングやセラピーの実
施などについても，対象ケースにおける必要性に応じ
て，そのプランニングやコーディネートを含め，スクー
ルカウンセラーとコラボレーションしながらおこなえる
ことが求められている．
　また医学や児童青年精神医学領域におけるドクターと
の連携によって障碍判定や虐待事例におけるメディカル
ケアなどについてもクリティカルな判断をおこなうこと
ができるだけの知識や技術についても習得している必要
が求められてくることになる．
　加えてスクールソーシャルワーカーがメインのフィー
ルドとして学校現場で活動することを踏まえ，教育学に
おける学校組織運営論や学校制度論などを通して教育現
場上の固有の理論やルール，特有のプロセスなどについ
ても理解を深めていることが重要であること，また学校
と教育委員会との役割や関係性，それぞれの特徴等も把
握しておくことが重要であると指摘している．
　そういった共通理解の上に，それらと協働しながら支
援をおこなっていくことがスクールソーシャルワーカー
においては重要であることが，実際の実践を通して認識
することができるのである．
　これらのことを踏まえてまとめるならば，スクール
ソーシャルワーカーにはスクールソーシャルワーク固有
の理論，技術と他領域の専門性を統合しながら支援をお
表３　過去５年間に社会福祉士国家試験で出題されたスクールソーシャルワーク関連問題
試験回 出題科目 出　　　　題　　　　内　　　　容
第16回 心　理　学
設問として「スクールカウンセラーに関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でない
ものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい」とし，選択肢
の中に，A「現在，我が国では，スクールソーシャルワーカーとも呼ばれ，各種社会資源の
関係調整やフリースクールの運営などを主たる任務として活動している．」を設けた．
第18回 社会福祉援助技術
事例問題１としてスクールソーシャルワーカーによる援助に関し，問123から問125までを設
けている．ここで，問123では「危機介入による家族状況の把握」について，問124では「ス
クールソーシャルワーカーがある状況下でおこなうクライエントY子との面接」に関して，
問125では「この場面における終結の決定条件」に関しての設問を設けている．
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こなえることや，ソーシャルワークだけでなく他領域の
専門的技術をベースとしても子どもの支援計画を組み立
てることができること，またそれらを実行するための分
野間や機関の間における調整や仲介，そしてそれらをま
とめた総合的な支援計画の作成ができることが求められ
ているということができる．
　そのためには他領域における活動方法や実践上のセオ
リーについて理解しておくことが重要となり，それらを
踏まえた上で総合的な視点で活動をおこなうことが効果
的な支援につながると考えることができる．
　逆に福祉の手法に必要以上にこだわってしまったり，
他領域に対してのリスペクトが認められないと見なされ
てしまった場合には，思わぬトラブルを引き起こした
り，支援の効果が低下したり，実践が阻害されてしまう
ような事態に陥ってしまうことを認識しておく必要があ
ることも，これまでのスクールソーシャルワーク実践者
の報告を通して理解しておく必要がある．
　さらに今年度から実際に活動をおこなっているスクー
ルソーシャルワーカーからの報告などによって，現場の
教員に対する相談活動や，コンサルテーションなどに対
するニーズが非常に高いことも報告され始めている．
　また今後のスクールソーシャルワークの理解を広めて
いくことや，スクールソーシャルワーク自体の拡大・発
展のためにスクールソーシャルワーカー自身が積極的に
講演研修活動をおこなっていくことの重要性も指摘され
ている．
５　求められる教育体制について
　では前章であきらかになったような，現場で求められ
ている能力を発揮できるスクールソーシャルワーカーを
育成していくためには，社会福祉専門職者を養成する大
学および大学院においてはどのような教育をおこなうべ
きで，そのためにはどういった教育体制を整備していく
必要があると考えられるだろうか．
　スクールソーシャルワーク，およびスクールソーシャ
ルワーカーの活動するフィールドは文字通り「学校」と
いう環境が中心ということになる．
　しかしスクールソーシャルワーカー自身の，その活動
の基盤はあくまでソーシャルワーカーとしての専門的知
識・技術および価値に基づくものであり，それゆえにス
クールソーシャルワーカー教育の基盤も当然，社会福祉
学をメインとしたカリキュラムを構築していくことにな
る．
　しかしその一方で，心理学や教育学といった近接領域
についての知識や技術も踏まえた上で，活動がおこなえ
ることが重要であることが前述からも判明しているの
で，そういった教育体制，カリキュラムについても充分
に準備されておくべきである．
　例えば心理学の分野であれば，臨床心理学や発達心理
学，児童青年精神医学といった分野に重点がおかれる必
要があると考える．これは実際に学校現場でスクール
ソーシャルワーカーが活動をおこなうにあたっては，当
然スクールカウンセラーとのコラボレーションが求めら
れることになるが，そう考えるならば，パートナーとし
てのスクールカウンセラーの専門性や特性，学校支援の
視点から見た課題等を客観的に分析し，理解した上で協
働をおこなっていくことが，より質の高い支援をおこ
なっていく上でのキーポイントとなってくるからであ
る．
　また教育学においても学校組織運営論や学校制度論と
いった分野において学校現場自体や教育委員会の組織理
解等を深めておくことが非常に重要となる．
　こういった社会福祉固有の分野だけでない近接領域に
おける関連知識についても子どもの支援という軸のもと
に体系的に学んでいく体制を構築することが現在のス
クールソーシャルワーカー養成においては早急に求めら
れているとまとめることができる．
　そうすることによって慣れ親しんだソーシャルワーク
の現場とは異なる異分野のフィールドなのだということ
をスクールソーシャルワーカー自身は理解し，その異分
野の特性を理解した上でスクールソーシャルワークの手
法を用いたり，コンサルテーションをおこなったりする
ことができるようになるからであり，またそのことが非
常に重要となってくるのである．
　しかし現在の大学・および大学院における社会福祉専
門職者養成教育においては，前述の第３章「スクール
ソーシャルワーカー養成の現状」において判明したよう
に，そういったことを念頭に置いたスクールソーシャル
ワーカー養成教育はほぼおこなわれていないに等しい状
況となっている上に，スクールソーシャルワークという
領域自体も，またそれ自身の教育プログラムの体系化が
確立しておらず，そういった観点から見ても，一刻も早
い日本のスクールソーシャルワーク教育の「ミニマムス
タンダード」の策定が求められているといった現状があ
るのである．
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スクールソーシャルワーカーの育成についての一考察 　　
－人材に求められる能力と，育成の現状における課題について－
　昨今からの，大学を取り巻く経営環境の悪化に伴い，
各大学においては教育項目の伸長には慎重にならざるを
得ないという状況も勘案しなければならない現状があ
る．しかしその一方でそういった現状を打破し，抜本的
な改革が行われる必要も叫ばれているの現状において
は，その再構築の一項目としてスクールソーシャルワー
カー養成プログラムを含めていくことは戦略的にも非常
に効果的であり，また必要な視点であるといえる．
６　結語
　以上を踏まえまとめるならば，まず第一に「スクール
ソーシャルワーカーを養成するにあたって人材に求めら
れていること」は，『社会福祉の知識・技術といった基
本的な専門性の上にスクールソーシャルワーカーとして
の専門性を合わせ持った人材であること』と，第二に
『福祉だけでなく教育や心理，医療といった近接の他領
域における必要な知識や技術に関しての理解と，それぞ
れの特徴を理解し，それらを活用しつつソーシャルワー
クを展開出来る能力を持っていること』，などが求めら
れているとまとめることができる．
　そしてそれらの人材を育成するための課題として，現
在の社会福祉士養成教育の中に体系化された一領域とし
てのスクールソーシャルワークを教育するためのシステ
ム，およびカリキュラムづくりが不足しており，これら
継続的な支援システムとして存続していくための「ス
クールソーシャルワーク」の基盤の一刻も早い整備が求
められている，とまとめることができる．
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